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I．はじめにI．はじめに

　日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会では SNS とし
て X（旧 Twitter，以下，X）（アカウント ID：@

jibi_u）と YouTube（@JibiU）を運営している．
学会の SNS 活用の一般論から，われわれの活用
法，また SNS の留意点について述べていく．

医学系学会，広報，Twitter，YouTube，X医学系学会，広報，Twitter，YouTube，X

内容要旨
　日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会では X（旧 Twitter）と YouTube を用いた医療啓発活動を行ってい
る．2023 年 8 月現在，X はフォロワーが 2 万人，YouTube のチャンネル登録者が 4,200 人となってい
る．内容としてはその大半が一般向けの医療啓発である．耳鼻咽喉科頭頸部外科領域は境界領域も多
く，非医療関係者に正しい耳鼻咽喉科頭頸部外科に関する医療情報を届けるとともに，耳鼻咽喉科頭
頸部外科の診療領域について認知してもらうことを主たる目的としている．また，X にはアンケート
機能があり，これを用いて疾患認知度について調査することで，啓発活動に役立てている．さらに，
YouTube では耳鼻咽喉科月間・頭頸部外科月間などに合わせて一般向けの動画を作成している．作成
者には動画作成のガイドラインや 8 原則を提示し，これを守るように依頼している．学会が SNS の中
で正確な情報を提供することは，SNS の世界で少しでも非医療従事者が正確な情報に出会いやすくす
る効果もあると思われるとともに，学会公式の情報は「非医療従事者が根拠とするべき専門家の推奨
する，アクセスしやすい情報である．」という医療情報のあり方の啓発にもつながるのではないかと期
待している．一般に，医学系学会が SNS を用いた啓発活動を行う場合，その目的と対象が重要とな
る．SNS は啓発の手段であって目的ではなく，SNS を用いた啓発の目的を考えることが第一歩となる
だろう．今後，さらに多くの学会で医療啓発の機運が高まることを期待している．
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II．SNSとはII．SNSとは

　SNS は Social Network Service の略で，登録さ
れた利用者同士が交流できる Web サイトの会員
制サービスのこと1），2） ともされているが，明確な定
義は困難である．
　総務省「情報通信メディアの利用時間と情報行
動に関する調査報告書概要」3） によると，Face-
book，X，Instagram，YouTube，そして主にメ
ッセージアプリとして用いられている LINE が大
きなシェアを持っている．年齢による傾向は，X，
Instagram は 30 代以下で強く，40 代，50 代でも
30～40％ 程度は使用している．Facebook は 30
代・40 代に強い．TikTok という短時間動画を中
心とした SNS も 10 代・20 代では利用されてい
る．最近では Instagram に紐づけされた Threads
という新しい SNS も出てきて，注目を集めている．
　これらの中でどれを学会公式として使うかとい
うことも重要になるが，これは後述する目的から
逆算することになるだろう．

III．学会の SNS活用方法III．学会の SNS活用方法

　学会が SNS を用いる場合，最も重要なことはそ
の目的である．目的に含まれる内容でもあるが，
もう一つ意識するのが対象である．すなわち全体
的な啓発を行う（患者教育から学会員への情報伝
達などまで広く行う）のか，ある程度目的を絞っ
て行うのか，ということになる．運用方法も重要
となるが，これはもう一段階後の話といえる．
　全体的に啓発を行う場合の方法の一つとして，
学会本体が X アカウントを持つヨーロッパ呼吸
器学会（ERS）（@EuroRespSoc）を提示する． 
ERS の本体のアカウント自体がツイートする（書
き込む）ことも多いが，その枝のアカウント（例
えば学会誌のアカウント）がツイートしたものを
会員自身で再度ツイートしたりすることで，ほか
の会員や非会員は ERS のアカウントをフォロー
すれば幅広く情報が得られる．しかも，枝の情報
のみが必要な場合は枝のアカウントのみをフォ
ローすればよく，とても合理的である．一方で，
この方法の場合は，枝のアカウントもそれぞれ作

る必要があり，管理の手間はトータルでは増える
といえる．それぞれの部門が広報を行うことが前
提であれば運営も合理的に行えると思う．
　さて，学会の SNS 活用の目的とは何か．よくみ
られるのは①学術集会に関する情報を共有する②
学会誌の情報（新しい論文など）を共有する③主
に非医療従事者に向けて疾患啓発を行う，などで
ある．①②は会員向け，③は非会員向け，といえ
るだろう．

IV．�当学会におけるSNS導入の経IV．�当学会におけるSNS導入の経
緯・目的・位置づけ緯・目的・位置づけ

　X に関しては，本邦では日本循環器学会と当学
会をはじめ，他にも日本アレルギー学会，日本麻
酔科学会などもアカウントがあり，それぞれ発信
している．
　われわれ日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会の場
合，その目的としては耳鼻咽喉科頭頸部外科領域
の啓発がメインである．主に非医療従事者や医師
以外の医療従事者，耳鼻咽喉科医以外の医師など
が対象である．
　われわれが耳鼻咽喉科頭頸部外科領域の啓発を
第一の目的とするのは境界領域が多く，いざ受診
が必要となったときにどの診療科を受診したら良
いのかという悩みに応えたいということがある．
たとえば，顔面神経麻痺・めまいは脳神経内科，
場合によっては脳神経外科が関わっており，嚥下
障害はリハビリテーション科，口腔癌は口腔外科
でも診療している．こういう疾患について耳鼻咽
喉科頭頸部外科で専門的に診療しているというこ
とをアピールするというのは，耳鼻咽喉科疾患の
正しい医療情報を届けることとともに，われわれ
の啓発活動の主な目的の一つである．さらに，病
院を訪れる前の段階から正しい情報を届ける，あ
るいは受診中に説明しきれない部分を補完すると
いう側面もある．他にも，研修医勧誘などにも活
用しているので，研修医勧誘向けの動画などを
YouTube に載せている．
　日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会の SNS は村上
信五理事長と欠畑誠治広報担当理事の話し合いで
耳鼻咽喉科頭頸部外科の認知を上げるというとこ
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ろから始まったが，現状としては上述の目的で活
用している．また，当学会では毎年 3 月に耳鼻咽
喉科月間として一般向けに耳・鼻の疾患などの良
性疾患を中心に啓発活動を行い，毎年 7 月に頭頸
部外科月間として頭頸部外科疾患（主に頭頸部癌）
について啓発活動を行っている．これらについて
のプロモーションでも SNS を活用している．
　われわれは以前からホームページの充実に力を
入れているが，ホームページは見にきた人だけが
見ることになる．一方で，X などは，こちらが知
らせたい情報を積極的に届けることができる．た
とえて言えば，ホームページは自分の施設の掲示
板のようなものであり，守りの広報といえる．SNS
は自分たちが広報対象の相手のところに情報を郵
送するようなものであり，攻めの広報といえる．
守りをしっかりさせることで攻めを行うことがで
きる，ということでホームページの充実は SNS 活
用開始後も力を入れている．
　学会が SNS の中で正確な情報を提供すること
は，SNS の世界で少しでも非医療従事者が正確な
情報に出会いやすくする効果もあると思われると
ともに，学会公式の情報は非医療従事者が「根拠
とするべき専門家の推奨する，アクセスしやすい
情報である．」という医療情報のあり方の啓発にも
つながるのではないかと期待している．

V．当学会におけるSNS活用方法V．当学会におけるSNS活用方法

1　X（旧 Twitter）
　当学会の X（アカウント ID：@jibi_u）の運用
方法としては①ホームページの内容を載せる②
YouTube の内容を紹介する③全国の耳鼻咽喉科
頭頸部外科の教授などにコメントを頂いて載せる
④アンケートを行う，などである．順番に説明す
る．なお，当学会の X は筆頭著者を含む広報委員
会のメンバーで運営している．
① ホームページの内容を載せる
　これが一番多く，また基本となっている．ホー
ムぺージには過去から積み重ねで多くの記事が掲
載されている．代表的な部分を少し説明すると，
領域別（耳科・鼻科・頭頸部外科など）の病気を
調べる，症状から病気を調べる，病名から病気を

調べる，という「耳鼻咽喉科・頭頸部外科が扱う
代表的な病気」というページがあり，よくみられ
ている．他にも，上述した耳鼻咽喉科月間や頭頸
部外科月間では毎回特集ページを作るが，これら
の内容もホームページで紹介している．これらの
ホームページの内容を SNS で紹介することでよ
り多くの人をホームページに誘導して見てもらう
ことになる．
② YouTube の内容を紹介する
　YouTube との連携は大きな強みになっている．
たとえば「鼻血の止め方」という動画は YouTube
で作成されたものだが，X で紹介することで多く
の方に見てもらうことができた．さらに，X でも
動画の内容をおおむね紹介することで内容を啓発
することができた．この投稿は 92 万回のインプレ
ッション（誰かの画面に表示された回数のこと）
となり，広く啓発できたと考えられる．
③各教授などにコメントを頂いて載せる
　全国の耳鼻咽喉科頭頸部外科の教授に「耳鼻咽
喉科頭頸部外科医として一般の方に最も伝えたい
こと」を募集して投稿している．
④アンケートを行う
　われわれは X で疾患認知度に関するアンケー
トを行っており，他で行ったアンケートと合わせ
て確認することで疾患の認知度などについて把握
しており，啓発に役立てている．
　X そのものにアンケート機能があるので，これ
でアンケートを行っている．ただし，機能的には
単純なものである．他には Web でアンケートを
作成しこちらに誘導することも可能だが，表 1 の
ようなメリット・デメリットからわれわれは X
そのもののアンケート機能を用いている．結果と
して 36 万回表示されて，約 1 万人からアンケート
結果を得られた4）．
　このアンケートでは様々な疾患や症状が耳鼻咽
喉科頭頸部外科の診療範囲かどうかを問うた．
2023 年の回答者は非医療従事者が 62％・医師が
11％，医師以外の医療従事者が 27％ であった．そ
れらの回答者に対して耳鼻咽喉科頭頸部外科の診
療範囲かを質問したところ，嚥下障害やめまいに
ついては 90％ 以上の認知度であった一方で，舌癌
はおおよそ 68％，顔面神経麻痺は 46％，頸部腫瘤
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は 50％ とわれわれの期待より低いものであった．
　そこで，われわれは耳鼻咽喉科業界の新しいト
ピックス（光免疫療法など）についての記事を多
く作成するとともに，啓発の月間については口腔
癌，顔面神経麻痺などについて重点的に取り組ん
で記事を作成している．

2　YouTube
① JibiU（日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 You-
Tube チャンネル）について
　一般の人々が医療情報を得る方法は，インター
ネットの普及やソーシャルメディアの台頭によっ
て大きく変化した．特にスマートフォンや 5G を
含む大容量通信規格の普及により，インターネッ
ト上で動画から情報を得る機会が増加している．
この傾向は，若年者のみならず，当科領域の疾患
に罹患することの多い高齢者においても同様であ
る5）．その中で動画共有サイトの YouTube は，最
も多くの利用者を有するオンライン動画共有プラ
ットフォームである．医療情報の発信において，
動画は，文章や静止画と比較し，動きや音声を用
いて多くの情報を受動的に受け取れるというメリ
ットがある．われわれ日本耳鼻咽喉科頭頸部外科
学会は，動画を用いた情報発信を行うため，2021
年 1 月に学会公式の YouTube チャンネル（Jib-
iU）を立ち上げた6）．2023 年 8 月までに 134 本の
動画を公開している．動画の内容は大別すると 3
種類あり，①一般の方への疾患啓発や治療法など
の解説，②学生・研修医への当科の魅力発信，③
当科会員に対する最新の医療情報の共有，である．
これらの動画の多くは，日本耳鼻咽喉科頭頸部外

科学会公式ホームページ（HP）の専用のサイトに
リンクが置かれ，HP 上で視聴ができるようにな
っている．本項では，JibiU の動画作成方法と視聴
実態について解説する．
②動画の作成方法
　一般向けの動画は，当科疾患の啓発月間である
3 月の耳鼻咽喉科月間および 7 月の頭頸部外科月
間に合わせて，関連する学会や広報委員会で作成
される．月間ごとに毎年テーマが異なり，それに
合わせた専用サイトと共に動画が作成されてい
る．一般向けの動画には，各分野のトップランナー
による疾患や治療法の解説，リハビリテーション
やセルフケアの方法，市民公開講座，主治医と著
名人の対談などが含まれている．学生や研修医へ
向けた当科の魅力を発信する動画は，5 月の日本
耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会に合わせて，各大
学や卒前・卒後委員会で作成される．総会の企画
として，当科の勧誘動画を各大学が作成するコン
テストがあり，毎年新しい動画が追加されている．
　このように動画の作成者は様々であることか
ら，動画の内容に関する公平性や安全性，透明性
を担保するため，表 2 に示す JibiU の利用指針ガ
イドラインを定め，動画作成者に 8 規則（表 3）を
遵守頂くよう依頼している．一般公開とした動画
は，全世界に向けて発信されるものであり，患者
やその家族，他科の医師，医療従事者など様々な
方にみられうることを意識して動画を作成するこ
とが肝要である．
③視聴実態
　YouTube チャンネルの視聴実態については，
Google が提供している YouTube 分析ツールで

利点 欠点

X のアンケート機能
✓簡単に回答できるので回答者が多く
なる
✓アンケート施行の事実を広められる
✓リアルタイムの反応が見られる

✓横断的な調査のみが可能
✓各質問の回答を紐づけできない
✓サブ解析はできない
✓４択まで
✓複数選択可の質問はできない

Google Form
な ど Web ア ン ケ ー ト
への誘導

✓（連絡先を取得すれば）縦断的に調査
できる
✓質問回答の紐づけし，回答者が各質
問にどのように回答したかわかる
✓複数選択可の質問ができる

✓ X のアンケートと比べて回答者は少
なくなる
✓追加の調査に応じてくれるかどうか
は不透明
✓ X からの流入などの場合はある程度
母集団の偏りがある

表 1　X を用いたアンケート機能と Web アンケートへの誘導のメリット・デメリット
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ある YouTube Studio 内のチャンネルアナリティ
クスを使用して解析可能である．得られるデータ
には，チャンネル全体や各動画の，視聴者の性別，
年齢層，視聴方法，トラフィックソース（動画を
発見し視聴した方法），検索ワードなどが含まれて
いる．これらを解析することで，視聴者の動向を
探ることができる．2023 年 6 月末時点での，JibiU
のチャンネル登録者数は 3,870 人，総視聴回数は
43 万回であった．視聴者の年齢層と割合を図 1 に
示す．ボリュームゾーンは 65 歳以上（29.5％）で
あり，これは JibiU で取り上げている難聴やめま
い，顔面神経麻痺や頭頸部がんなど，高齢者層に
罹患率の高い疾患を多く取り上げている影響と思
われた．視聴者の特徴を図 2 に示す．動画の視聴
デバイスは，スマートフォンを含む携帯電話が 56
％ と最多であり，小さな画面でも視認性の高い動
画を作成する必要があると思われた．トラフィッ

クソースの内，外部サイトからの流入元は，HP が
最多であり，HP と YouTube チャンネルの連携が
功を奏していると思われた．また，直近 3 カ月

（2023 年 4 月から 6 月）における視聴回数の多い
動画の特徴について紹介する．最も視聴されたの
は，顔面神経麻痺のリハビリテーション（7,450 回）
であり，次いで鼻副鼻腔がんの解説（6,752 回），
著名人と専門医が語る「加齢性難聴」（6,508 回）
であった．リハビリテーションは動きを患者に理
解してもらうことが重要であり，動画と相性の良
いコンテンツである．医療者にとっても，動画を
患者に紹介し自宅などで実践してもらうことがで
き，治療の一環になると思われる7）．
④ YouTube を用いた医療情報の発信
　YouTube 上の医療情報を調査した研究では，質
の高い科学的根拠に基づいた動画から，誤解を招
く誤った動画まで幅広く含まれることが報告され

【JibiU に掲載するための動画作成のガイドライン】

・プライバシーの保護
・ 個人情報の収集・保持・使用に際し，日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会の個人情

報保護方針に従いプライバシー保護に配慮する．特に，掲載許諾を得ていない
患者の画像情報，出演許諾を得ていない人物の画像（本学会会員・非会員問わ
ず）は本人が特定可能な利用をしない．

・第三者の権利尊重
・著作権・商標権・肖像権など第三者の権利を侵害せずかつ尊重する．
・透明性の担保
・ JibiU で公開する動画は，個人としてではなく，本学会を代表する立場で作成

する．
・関連法令の遵守
・常に最新の関連法令遵守を意識する．

表 2　JibiU の利用指針ガイドライン

【JibiU で公開する動画 8 原則】

１，魅力的な耳鼻咽喉科頭頸部外科の情報発信を心掛ける．
２， 本学会を代表する立場で，患者やその家族，他科の医師，医療従事者などに

対する有益な情報提供という公益目的の動画を作成する．営利企業の宣伝・
広告に繋がる内容とならないようにする．

３， 学術的な動画の場合，論文やガイドラインなど学術的な根拠のある内容に基
づいて作成する．学術的な根拠に乏しい意見の分かれる内容は避ける．

４， 著作権に配慮した動画を作成する．画像や音楽などのコンテンツや発表スラ
イド内の図表を用いる場合，著作権に配慮して作成する．

５， 個人的見解による批判的な内容や，他者の名誉や信用を害する内容の動画を
作成しない．

６， インターネットの恒久性を認識し，のちに問題となる内容を避ける．
７， 他者への不利益となる内容を避ける．また，病気や患者，他診療科や医療従

事者などを揶揄する表現や揶揄していると取られる可能性のある表現を用
いない．

８， 作成された動画は，日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会広報委員会で供覧し，本
規則に則しているか確認した後に，一般に公開する．

表 3　JibiU で公開する動画 8 原則
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ており8），不適切で危険な代替アドバイスをしてい
るものもあることから9），専門医が高品質の動画を
作成し，患者が視聴できるように工夫するべきと
言及されている10）．患者が正しい知識を得ること
で，患者および医療者共に利点があることから，
JibiU では引き続き，X とともに，科学的根拠に
基づいた動画の発信に努めていく所存である．

VI．学会でSNSを活用する場合の注意点VI．学会でSNSを活用する場合の注意点

　X に関しては炎上が心配であるというような
意見を聞くことも多い．実際，常に炎上の可能性
があるのが SNS，特に X の特徴といえる．一方
で，いくつかのポイントを押さえておけばそのリ
スクを下げられると考えている．上述した You-
Tube の投稿規定も大変参考になるだろう．
　学会レベルで SNS の炎上リスクとして典型的

なのは，現代的な「ポリコレ」に準拠していない
場合である．ポリコレとはポリティカル・コレク
トネス（political correctness）の略で，直訳は政
治的な正しさという意味で，差別的な意味やそう
誤解されるような表現をしない，政治的・社会的
に公正な表現をするという意味である．例えば今
の時代に看護師のことを看護婦と書く人はいない
と思うが，これもその一つである．また，働き方
の多様性を受け入れる（とにかくたくさん働くこ
とを是とする価値観を押し付けない）といったこ
とは社会のベースとなった思想である．これらの
ことはＸなどの SNS をしばらく眺めていれば多
くの方が簡単に理解できる．ネットの世界では昔
から「半年 ROM れ」と言われることもある．ROM
とは Read Only Member のことで，最初のうちは
閲覧だけにしておくのが良いという意味である．
逆に言うとしばらく閲覧しておけばこういったポ

図 2　視聴者の性別，視聴方法，トラフィックソース

図 1　視聴者の年齢層と割合
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リコレも理解できることが多いとも言える．しか
し，学会で SNS 担当者がこの初心者の状態から始
めるのは現実的とは言えず，まずは SNS 運用に慣
れた担当者を入れることが良いと考える．日本耳
鼻咽喉科頭頸部外科学会も，当初は X や You-
Tube の運用が手探りの部分があったが，SNS 運
用の経験値の高いことを買われたメンバーがその
一員となったことで，スムーズで効率的な運用が
行われるようになったと考えている．

VII．おわりにVII．おわりに

　SNS の一般論からわれわれの運用まで叙述的
に記載した．学会の SNS においてはその目的が重
要であり，SNS そのものは手段であって目的では
ないことを留意していく必要がある．われわれも
引き続き発信を続けていくが，この機運が多くの
学会に広がることを期待している．
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THE UTILIZATION OF SOCIAL MEDIA IN ACADEMIC SOCIETY ACTIVITIES AND CONSIDER-
ATIONS: EFFORTS OF THE JAPANESE SOCIETY OF OTORHINOLARYNGOLOGY-HEAD AND 

NECK SURGERY

Yohei Maeda1,2, Takeshi Takahashi1,3, Kazuto Matsuura1,4, and Seiji Kakehata1,5

Japanese Society of Otorhinolaryngology-Head and Neck Surgery Public Relations Committee1, 
Department of Otorhinolaryngology, Japan Community Healthcare Organization Osaka Hospital, Osaka, Japan2, 
Department of Otolaryngology Head and Neck Surgery, Niigata University Graduate School of Medical 
and Dental Sciences, Niigata, Japan3, Department of Head and Neck Surgery, National Cancer Center 

Hospital East, Kashiwa, Japan4, Endoscopic Ear Surgery Center, Ota General Hospital, Kawasaki, Japan5

　　The Japanese Society of Otorhinolaryngology-Head and Neck Surgery is conducting medical 
awareness activities using X and YouTube. As of August 2023, its X account had 20,000 followers, and 
the YouTube channel had 4,200 subscribers. The majority of the content is for general medical aware-
ness. The main purpose is to deliver accurate medical information about otorhinolaryngology-head and 
neck surgery to nonmedical professionals and to raise awareness of the field. X has a survey function 
that is used to investigate disease awareness. In addition, YouTube creates videos for the general pub-
lic to coincide with Otorhinolaryngology and Head and Neck Surgery Month. The creators are given 
guidelines and eight principles for video creation and asked to follow them. Providing accurate informa-
tion on social media by medical societies can help nonmedical professionals find accurate information 
more easily and promote medical information that nonmedical professionals should rely on as recom-
mended by experts. When medical societies conduct awareness activities using social media, the pur-
pose and target audience are important. Social media are a means of awareness, not a purpose, and 
considering the purpose of awareness activities using social media is the first step. It is hoped that more 
medical societies will become interested in medical awareness activities.

――――――――――
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